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近年 、アスパ ラガス栽培 で は端境期で ある11～2月 に出荷 が可能 な伏せ 込み促 成栽培 が注 目され

ている。伏せ 込み促 成栽培 において萌芽の早晩 に品種間差異が あるこ とが報告 されて いるが、その

理 由はまだ良 く分 かっていない。そ こで本研 究では、萌 芽性 の早 晩に よる糖組成 の品種 間差異 を明

らかにす る ことを 目的に、実験1で は萌芽の早い`ク リスマス特急'と 萌芽 の遅い`ガ イ ン リム'

の2晶 種 を用 いて伏せ込み後 のアスパ ラガスの貯蔵根 の糖組成 と各種代謝 関連酵素活性 の経 時的変

動 を調査 し、実験2で は萌芽 の早 い`太 宝早生'と 萌芽の遅い`ガ イ ン リム'の2品 種 を用いて伏

せ込み前 のアスパ ラガスの根株 を試料 と して りん芽 ・地 下茎 ・貯蔵根 の糖組成 を調 査 した。

【材料お よび方法1

実験 董:ア スパ ラガスの品種 は`ク リスマス特急'及 び`ガ イ ン リム'を 用い、長野県坂城 町の

圃場 において2.月 下旬 に播種 、4～5月 に定植 、lL月9目 に根株 の掘 り上げ、伏せ込み を行 った。

サ ンプル採取 は伏せ 込み後ll月 か ら 円 まで の期 間に、土に埋ま ってい る状態の根株 の根元か ら、

20～40cmの 長 さの部 分の貯蔵根 を約10日 毎 に1株 につ き1本 採取 して、5株5本 の貯蔵根 を1区

と し、2反 復 した。70%エ タノール で加温抽 出 し得 られ た各 サ ンプル の糖濃 縮液 を高速液体陰イオ

ン交換 ク ロマ トグラ フィー(HPAEC)に よ りグル コース(Glc)、 フル ク トース(Fru)、 スク ロース(Suc)

お よび3-9糖 の フル ク トオ リゴ糖量 を測定 した。 フル クタン量 は糖濃縮液 をフル クタナーゼ処理 し

た後、rrでFru量 を測 定 し3-9糖 量を差 し引いた値 を 董0糖以上の推定量 とした。代謝関連酵

素活性 測定 にはサ ンプル を10mMリ ン酸ナ トリウム緩衝液 中で ホモ ジナイ ズ後 、得 られ た粗抽 出

液 を限外 ろ過 によ り濃縮 し、粗酵素液 として用いた。 合成酵素活性 は、Sucを 基質 として1一ケス ト
ース(1 -K)を 生成す る1-SST活 性 、雲一Kを 基質 として ニス トー ス(Nys)を 生成す る1-FFT漕 性及び、

蓋一Kを 基 質 と して1F,6G-Di-(3-13-fructofuranosylsucrose(4c)及 び ネ オ ケ ス トー ス(NK)を 生 成 す る

6G-FFT活 性 の3つ の酵素活1生を測定 した。加水分解酵素活性 は基質 としてSuc、1-K、Nys、NK、

イヌ リンを用い 、反応 によ り遊離す るFru量 か ら各種加 水分解酵素活性 を測定 した。

実験2:品 種 は`太 宝早生'及 び`ガ イン リム'を 用 い、2011年2月4日 にセル トレイ に播種、

3月 下旬 に鉢上 げ して育苗、5月]9日 に長野県坂城町 の圃場 に定植 し、10月13日 、10月27日 、

11月3日 、11月17日 に10株 ずつ根株 を掘 り上 げた。 その うち3株 を用 いて根株 を、 りん芽 ・地

下茎 ・貯蔵根A・ 貯蔵根Bの4区 分 し、糖含 量 を測定 した。 貯蔵根 は りん芽群直下 の貯蔵根 をA、

立茎後 の地 下茎 下の貯蔵根 をBと して切 断 し、それぞれ直下10cmを 使 用 した。 りん芽は りん芽群

か ら貯蔵根 と地 下茎部 を除いた部分 を使用 し、地下茎部 は表皮 を除いて使 用 した(図1)。

【結剰

実験1で は、フル クタン量 は どち らの品種 も収穫 が進む につれ て減少傾 向にあ り、明確 な差 は見

られなかった(図2)。 各種代 謝関連酵素漕 性につ いて も品種間で差 は見 られず 、サ ンプルの採 取方

法 を検討す る必要が あると考 え られた。 この ことか ら根株 を部位 ごとに分 けた実験2に おいて、 り

ん芽ではSucが 最 も多 く含 まれてお り`太 宝早 生'で は10月13日 か らll月17日 に向けてSuc量

の増加 が見 られ、`ガ イ ン リム'で は確認 出来 なかった(図3)。 地 下茎 ではSUGよ りGlcとFruの 方

が多 く、10糖 以上が最 も多 く含 まれてお りどち らの両 品種 とも減少傾 向だ った(図4)。 貯蔵根 では

GlcとFruは ほぼ見 られず 、3-9糖 と10以 上 が殆 どを 占めてお り、貯蔵根Aで は両品種 ともSuc

が少 しずつ増加 し,10以 上 は減 少傾 向にあった(図5)。 貯蔵根Bで は両品種 ともSucが 若干増加

し,3-9糖 が減 少 していた。10以 上 は`太 宝早生'で は減少傾 向を示 しているが`ガ イ ン リム'

で は増加傾 向を示 した(図6)。

品種 問で大 きな差 は見 られ なか った が、部位 ごとに糖組 成が大 き く異な るこ とを確認 した。 その

た め今後同様の試験 を行 う場合 は、使用部位 を明確 にす る必要 がある と考 え られ る。
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図1.`太 宝 早生'及 び ガイ ン ジム7の 根株 の区分 け
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璽2.`ク リス マス特急'及 び ガ イン ジム'の 伏せ 込み後 のフル クタ ン盤
の推 移
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閣3。`太m生'及 び ガ イ ン リ ム3の りん 芽 中 の 糖 含 量 の 推 移

50

45

40

35

i30

讐 、5暑

、。餐

15募

。

s

nGtc

CtFns

●Suc

●DP3-9

BDF]Oa

nD
ay

ThereSU夏tsa董{}Ihcaverabcs=鋤S董三(n-3)

醒4.`太 宝 軍 生 》及 び ガイ ン リム'の 地 下 茎 申 の 糖 含 量 の 推 移
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鐵 畿`太 宝早生'及 び ガイ ンリム'の 貯蔵根A中 の糖含 癒の推移
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園6.`太 宝 早 生'及 び ガ イ ン リム'の 貯 蔵 根8中 の 糖 含 量 の 推 移


